
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前
に
各
組
織
が
結
集
し
、
早

朝
の
午
前
８
時
１５
分
か
ら

し
た
。 

建
交
労
か
ら
１０
名
の
仲

間
間
の
み
な
さ
ん
が
支
援
に

駆
け
つ
け
ま
し
た
。
早
朝
の

宣
伝
後
は
、
女
神
像
前
で
７５

名
の
参
加
で
決
起
集
会
を
行

い
、
当
事
者
か
ら
争
議
を
た

た
か
い
抜
く
決
意
が
語
ら
れ

ま
し
た
。 

そ
の
後
は
、
日
本
公
認
会

計
士
協
会
が
入
っ
て
い
る
大

阪
市
中
央
区
に
あ
る
ビ
ル
前

で
抗
議
宣
伝
を
行
う
と
と
も

に
、
要
請
班
が
日
本
公
認
会

計
士
事
務
所
に
行
き
、
団
体

交
渉
を
拒
否
せ
ず
に
誠
実
に

交
渉
に
応
じ
る
よ
う
要
請
し

ま
し
た
。 

抗
議
宣
伝
後
は
、
地
下
鉄

本
町
駅
前
と
堺
筋
本
町
駅
前

に
分
か
れ
て
、
消
費
税
を

５
％
に
引
き
下
げ
る
宣
伝
行

動
に
取
り
組
み
、
建
交
労
大

阪
は
堺
筋
本
町
駅
前
に
結

集
。
堺
筋
本
町
駅
前
で
は
、

荻
田
書
記
長
が
弁
士
を
務
め

て
訴
え
ま
し
た
。 

 

 

約
４５
分
間
、
訴
え
ま
し
た
。

今
年
、
大
阪
で
争
議
と
な
っ

て
い
る
職
場
は
、
門
真
市
職

労
の
不
当
処
分
取
消
訴
訟
、

日
本
公
認
会
計
士
協
会
の
不

当
解
雇
、
絆
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
の
不
当
労
働
行
為
が
争

議
中
と
な
っ
て
い
ま
す
。
建

交
労
か
ら
は
、
大
阪
合
同
支

部
・
絆
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

の
河
村
組
合
員
が
訴
え
ま
し

た
。
河
村
組
合
員
は
、「
国
の

助
成
金
で
障
害
者
の
就
労
支

援
を
行
っ
て
い
る
絆
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
と
グ
ル
ー
プ
で

あ
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ラ
ボ

は
、
建
交
労
の
組
合
員
を
嫌

悪
し
、
団
体
交
渉
拒
否
や
不

誠
実
交
渉
、
組
合
員
に
対
す

る
差
別
や
不
利
益
な
扱
い
、

更
に
は
パ
ワ
ハ
ラ
・
恫
喝
、

退
職
勧
奨
な
ど
あ
ら
ゆ
る
不

当
労
働
行
為
を
行
っ
て
い
ま

す
。 こ

の
不
当
労
働
行
為
を
は

ね
の
け
る
た
め
、
現
在
、
大

阪
府
労
働
委
員
会
に
不
当
労

働
行
為
救
済
申
立
し
、
２
０

２５
年
２
月
３
日
に
結
審
し
、

命
令
待
ち
に
な
っ
て
い
る
。

皆
様
か
ら
の
ご
支
援
に
感
謝

し
ま
す
。
そ
し
て
、
今
後
も

ご
支
援
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。」
と
訴
え
ま

 

大
阪
争
議
支
援
総
行
動
は
、

５
月
３０
日
（
金
）
淀
屋
橋
駅
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建
交
労
フ
ェ
ス
タ
ＩＮ
広
島

は
、
６
月
６
日
（
金
）
か
ら
６

月
８
日
（
日
）
の
３
日
間
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
開
催
し
ま
し
た
。

１
日
目
は
、
広
島
国
際
会
議
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水
が
飲
み
た
い
。
と
言
い
、

川
の
水
を
飲
み
、
あ
ー
美
味

し
い
と
言
い
な
が
ら
死
ん
で

い
っ
た
』
と
戦
争
の
悲
惨
な

体
験
を
リ
ア
ル
に
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。
二
度
と
戦
争
を

繰
り
返
し
て
は
な
ら
な
い
と

改
め
て
感
じ
ま
し
た
。 

 

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ル
の

セ
レ
モ
ニ
ー
終
了
後
は
、
メ

ル
パ
ル
ク
ホ
テ
ル
に
お
い

て
、
全
体
の
夕
食
交
流
会
を

開
催
。
全
国
の
仲
間
の
み
な

さ
ん
と
の
交
流
や
沖
縄
県
の

組
合
員
の
み
な
さ
ん
に
よ
る

楽
器
と
歌
な
ど
が
あ
り
、
楽

し
く
交
流
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。 

 

圏
内
は
焼
け
野
原
に
な
り
、

震
源
地
近
辺
の
人
は
、
人
間

も
真
っ
黒
に
焦
げ
、
道
ば
た

の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
死
ん
で

い
た
が
不
思
議
と
怖
い
と
思

わ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
原
爆

が
投
下
さ
れ
た
後
に
も
焼
け

た
だ
れ
た
人
た
ち
が
町
中
を

徘
徊
し
、『
喉
が
渇
い
た
、
お

 

今
年
は
被
爆
８０
年
を
む

か
え
る
年
で
も
あ
り
、
講
師

に
笠
岡
貞
江
さ
ん
を
お
招
き

し
て
実
際
の
「
被
爆
体
験
談

話
」
を
学
び
ま
し
た
。
笠
岡

貞
江
さ
ん
（
当
時
は
、
高
等

女
学
校
１
年
生
で
あ
っ
た

１２
歳
で
、
原
爆
が
投
下
さ
れ

た
震
源
地
か
ら
３
、
５
キ
ロ

場
：
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ル

に
お
い
て
行
い
、
女
性
部
：

廣
瀬
久
子
さ
ん
と
青
年

部
：
内
田
知
也
の
司
会
進
行

で
始
ま
り
ま
し
た
。 

 
冒
頭
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

セ
レ
モ
ニ
ー
に
は
「
国
鉄
広

島
ナ
ッ
パ
ー
ズ
」
に
よ
る
演

奏
。
素
晴
ら
し
い
歌
声
と
楽

器
演
奏
で
会
場
が
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。 

そ
し
て
、

広
島
県
本
部
：
小
林
豊
数
執

行
委
員
長
あ
い
さ
つ
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
後
に
ス
タ

ン
ダ
ッ
プ
コ
メ
デ
ィ
ー
シ

ョ
ー
で
は
、「
せ
や
ろ
が
お

じ
さ
ん
」
の
お
笑
い
。「
せ

や
ろ
が
お
じ
さ
ん
」
は
、
沖

縄
基
地
問
題
や
国
会
議
員

を
面
白
お
か
し
く
い
じ
り

な
が
ら
楽
し
く
お
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

艦
船
コ
ー
ス
に
１４
名
が
参

加
。
宮
島
観
光
ツ
ア
ー
に
は
、

２
名
が
参
加
し
、
終
日
で
楽

し
い
一
時
を
過
ご
し
ま
し

た
。 

 

ー
ス
（
現
地
観
光
Ｂ
１
班
・

Ｂ
２
班
）
７６
名
が
参
加
し
ま

し
た
。 

 

ま
た
、
比
治
山
か
ら
見
る

爆
心
地
と
被
爆
の
実
相
・
宮

島
観
光
は
、
女
性
部
企
画
と

し
て
取
り
組
ま
れ
、
広
島
県

で
の
碑
巡
り
・
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
は
、
青
年
部
企
画
と
し
て

取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。 

 
建
交
労
大
阪
か
ら
は
、
呉

は
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
や
夕
食
交
流
会
の
写

真
、
観
光
ツ
ア
ー
の
写
真
な

ど
フ
ェ
ス
タ
ム
ー
ビ
ー
に
し

て
い
た
だ
い
た
も
の
を
視

聴
。
仲
間
の
み
な
さ
ん
が
楽

し
く
過
ご
さ
れ
た
様
子
が
映

し
出
さ
れ
感
動
し
ま
し
た
。

そ
の
後
は
、
６
業
種
（
学
童
・

建
設
・
労
職
・
高
齢
者
事
業

団
・
ト
ラ
ッ
ク
・
ダ
ン
プ
）

に
よ
る
「
建
交
労
業
種
別
運

動
に
望
む
も
の
・
将
来
展
望
」

を
お
題
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

行
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
建

交
労
現
役
組
合
員
で
最
高
齢

の
廣
木
昭
代
さ
ん
を
囲
ん

で
、
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

廣
木
さ
ん
は
、
全
日
自
労
時

代
に
組
合
結
成
を
し
た
頃
の

話
し
や
戦
争
の
実
体
験
の
話

し
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
話

し
を
さ
れ
ま
し
た
。 

最
後
に
３
人
の
方
か
ら
フ
ェ
ス
タ
に
参
加
し
た
感
想
な

ど
が
述
べ
ら
れ
、
足
立
浩
執
行
委
員
長
に
よ
る
団
結
が
ん
ば

ろ
う
で
フ
ェ
ス
タ
を
無
事
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 
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２
日
目
は
、
終
日
で
オ
プ

シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー
と
し
て
そ

れ
ぞ
れ
の
観
光
ツ
ア
ー
が
取

り
組
ま
れ
ま
し
た
。
呉
艦
船

巡
り
・
西
条
酒
蔵
巡
り
ツ
ア

ー
コ
ー
ス
（
現
地
観
光
Ａ
）

に
は
７１
名
が
参
加
。
原
爆
資

料
館
・
宮
島
観
光
ツ
ア
ー
コ

 

３
日
目
は
、
最
終
日
で
国

際
会
議
場
：
ひ
ま
わ
り
で
行

い
、
女
性
部
・
坂
田
美
紀
子

さ
ん
と
青
年
部
・
鈴
木
美
夏

さ
ん
が
司
会
進
行
。
冒
頭
に



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行
い
ま
し
た
。
建
交
労
か
ら

は
、
橋
本
稔
副
委
員
長
と
関

西
合
同
支
部
・
長
谷
川
達
三

組
合
員
が
参
加
。
建
交
労
か

ら
は
、「
２５
春
闘
の
到
達
状

況
、
組
織
拡
大
・
強
化
の
取

り
組
み
と
課
題
」
に
つ
い
て

報
告
し
ま
し
た
。
全
体
の
参

加
者
は
、
４４
名
、
建
交
労
大

阪
か
ら
２
名
が
参
加
し
ま
し

た
。 

 
 

 

達
状
況
の
報
告
が
あ
り
、
各

産
別
と
地
区
協
５
名
か
ら
特

別
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
休

憩
後
は
、
各
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
、「
２５
春
闘
を
ふ
り

返
っ
て
」「
非
正
規
労
働
者
の

処
遇
改
善
の
た
た
か
い
が
ど

う
だ
っ
た
の
か
」「
地
域
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
（
春
闘
宣

伝
・
学
習
会
・
決
起
集
会
）」

な
ど
の
テ
ー
マ
で
分
散
会
を

れ
た
と
思
い
ま
す
が
、
一
部

の
大
企
業
の
大
幅
賃
上
げ
に

と
ど
ま
り
、
中
小
零
細
企
業

に
ま
で
大
幅
賃
上
げ
が
及
ん

で
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。」

と
述
べ
「
各
職
場
で
の
春
闘

が
ど
う
だ
っ
た
の
か
交
流
し

て
実
り
あ
る
春
闘
交
流
集
会

に
し
よ
う
。」
と
呼
び
か
け
ま

し
た
。
そ
の
後
、
嘉
満
智
子

事
務
局
長
か
ら
全
国
的
な
到

者
を
代
表
し
て
福
岡
泰
治
議

長
が
あ
い
さ
つ
。
福
岡
議
長

は
、「
物
価
高
騰
に
よ
る
国

民
・
労
働
者
の
生
活
は
非
常

に
厳
し
い
状
況
に
な
っ
て
い

る
。
こ
う
し
た
中
で
今
年
の

春
闘
は
物
価
高
騰
を
上
回
る

賃
上
げ
を
め
ざ
し
て
奮
闘
さ

 

大
阪
春
闘
共
闘
委
員
会
と

大
阪
労
連
の
主
催
で
行
わ
れ

た
、
２
０
２
５
年
春
闘
交
流

集
会
は
、
６
月
１４
日
（
土
）

午
後
１３
時
か
ら
国
労
大
阪

会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
司

会
進
行
は
、
大
阪
労
連
の
三

枝
花
世
幹
事
。
冒
頭
に
主
催
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